
令和６年度「まちづくり懇談会」開催報告書【千厩地域】

１ 会の概要 

日時 ８月６日(火) 19:00～20:30 場所 千厩支所大会議室 

対象地区 千厩地域 対象者 
千厩地域内企業、福祉、子育て、農業

関係団体等より推薦された方 

テーマ 10 年後の地域のすがた 

参加者 
８人（小中学校ＰＴＡ役員、幼稚園・保育園の父母の会役員、農業関係者、千厩支所地

域振興課員） 

市出席者
千厩支所長、支所次長兼地域振興課長、市民福祉課長、産業建設課長、地域振興課課長

補佐兼地域協働係長、地域振興課職地域協働係員１名 

特記事項
いちのせき市民活動センターにファシリテーターを依頼した。（小野寺センター長ほか

１名） 

２ 懇談会で出された意見等 

№ 区分 項目 内容 備考 

1 意見 商業・観光 各種団体間の連携もあり商店街イベントが

多い。特に千厩夜市は有名。 

→年６回開催、３０年続いている。 

→親子で出かけ、親のつながりの場になる。

 「○○ちゃんの親」として交流が生まれる。

→気軽に行ける夜市。 

→夜市のメニューは文化的発信力が強い。 

2 意見 商業 飲食店が多い。個人経営のお店が多く、市外

の人から人気である。 

3 意見 商業 千厩の商店街は、古いが歩く価値がある。可

能性のある商店街の作りになっている。 

4 意見 商業 千厩の町(千厩バイパス等)では買物ができ

るが、地区毎の商店を見ると、必要な物を買

い揃えることができない。 

5 意見 空き家対策 

商業・観光 

空き店舗や空き家が増加している。 

千厩夜市や商店街のイベントでは、外部出店

(千厩以外)が多く、平日はシャッター街とな

っている。日常的に人がいない。 

人口減が進むと千厩夜市すら継続できなく

なり、「せんまやブランド」を失う。 

6 意見 工業 大手事業者・企業の撤退が目立つ。  

7 意見 農業 農業従事者の高齢化や後継者不足で耕作放

棄地が増加している。 

8 意見 観光 奥玉の飛ヶ森キャンプ場は、県内外のキャン

プ中・上級者に人気がある。キャンプ場の情

報発信を強化し、交流人口を増やしたい。 

9 意見 観光 テレビドラマや映画などのロケ地に採用さ  



れることも多い地域である。 

10 意見 地域活動 ・地区ごとのイベントも盛んで、人と人との

つながりが強い。昔よりは薄くはなったが、

祭や行事などで地域のつながりを感じる。 

・隣組の仕組みがある。 

11 意見 公園・子育て 千厩の公園はロークオリティーである。公園

が老朽化していて子育て世代には使いにく

い。子どもを連れて気軽に行ける公園がない

ので町外に出かけている。 

12 意見 子育て 各地区に保育施設があり、比較的子育てがし

やすい環境である。 

13 意見 子育て 働き方が変化しているので（祖父母も働いて

いる）、土日など休日の子どもの預かり場所

がない（少ない、頼める場所が分からない、

頼れない等含む）。 

14 意見 子育て ・子育て支援が弱い。 

→共働きが多く、支援を求める親は多い。

→核家族化のため放課後の居場所がない。

あったとしても自力で行けない子どもは

一人で留守番。孤立していたりする。 

→子育て支援策の種類はあるが、単品で使

いにくい。セットメニューのように上手に

組み合わせると利用しやすいのではない

か。 

・子育て支援を頑張っている地域は人口増

の傾向があるが、千厩や一関市の支援メニュ

ーでは他の自治体に負ける。 

15 意見 世代交代 世代交代が遅れている。（企業、商店、各家…

など） 

16 意見 世代交代 子どもが少なくなり、その子どもたちも地元

に残らず外に出て行ってしまう。 

人口減少により、企業や商店の後継者不足、

人材不足に繋がっている。また、事業（仕事

以外でも地区イベントや夜市も含めて）の継

承が難しくなってきている。 

17 意見 世代交代 ・子どもは家業を継ぐつもりでいるのに、親

世代（50～60 代）が自分の子どもに「地元に

は職場もないので帰ってこなくていい」と言

うパターンがある。 

・50 代以上の人は、人口の多かった時代のこ

とを言う。意識改革が必要。 

18 意見 教育 千厩高校があることは地域の強み。  

19 意見 教育 中学校の周辺に何もない。小学校は統合した

が、学校があるだけで周辺の整備がされてい

ない。学校付近に図書館を配置するなど、文

教ゾーンとして強化することで、子ども達の

教育環境が向上すると思う。 

20 意見 その他 千厩は通過点（国道 284 号で通過するだけ、 



町内に入らない）。 

21 意見 その他 ・中高生が帰りに寄り道する場所がない。昔

は、ハンバーガーショップや学生の溜まり場

のラーメン屋があったが、今はない。放課後

の思い出がない。 

→放課後の思い出がないと、地元に愛着が

持てない。 

→小学生、中学生、高校生、社会人の生活

時間の充実が足りない。 

・生活時間が充実しないと、住民が外に出て

しまう。出てもいいけど帰ってきてほしい。

22 提案 商業 商店街が中高生の放課後の時間を充実させ

る取り組みをしたら良いのではないか。 

→立ち読みができる本屋、学割のあるラー

メン屋、パン屋、ゲームセンター(プリク

ラ)など。空き店舗活用でいいからソフト

の充実を図ってほしい。 

→駅前の強化が必要。千厩高校に通学する

生徒のためにカフェやパン屋などがある

と良いと思う。 

23 提案 世代交代 家業を継承する若者世代への支援強化を図

ってはどうか。人口増も期待できる。 

24 提案 子育て・移住

定住 

休日の子育て環境が整う仕組みが必要。移住

につながる可能性もあるのではないか。 

25 提案 環境整備 地元志向（地元に愛着を持つ）の高校生等が

年々増加しているようだ。 

→今の子ども達が「地元を誇りに思う」こ

とにつながる教育が必要。 

→職場・子育て環境、老後の生活安定まで

仕組みを整え、地元で住みたい(残りたい)

と思う環境を整える。 

26 提案 人材育成 新社会人のお悩み相談窓口を設置してはど

うか。フォロー対応が人材定着につながる。

27 要望 空き家対策 空き店舗や空き家を有効活用できるような

仕組みを強化し、情報発信に努め、人と人と

をつなぐ。このことで関係人口、交流人口が

増え、移住につながることを期待する。 

28 要望 環境整備 ・人口を増やしたい。せめて現状維持の期間

を少しでも長くしたい。 

・高校生が地元に残りやすい、地元に戻って

きやすくなるように、仕事や子育ての環境を

充実させてほしい。 

29 要望 その他 ・中高生の放課後の充実が、生活時間の充実

につながり、地元に愛着を持つことにもつな

がる。 

・様々な世代の生活時間の充実も必要。 


